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抄 録

大気中に存在する有粒塩素系薬剤の検出

Organ∝hlorinepesticidesintheatmosphere.

Abbott,D.C.eEat.:Nature211(5046):259-261.
1966.

有機以苅系兆剤がどの程度大気巾に存-aするかを碓

かめるため E.C.D.ガスクロマトグラム班で 2,3の

実験をおこなった.毎分151の空気を吸収し得るTLWu

式ポンプをもちい,dimethylformamideを浴剤とし

て8.000Lの空気をロンドンあるいはその付近で採処

した.これをNa2SO一枚で分散させた後,hexane抽

山,氾弧 シt)カゲルの矧田クロマトをおこなった.

その結果,Lr-BHC,γ-BHC,Dieldrin,I)b'-DDE,

pb'-DDTならびに♪L･'-TDEなどが確認された(表1).

表1の2位塀のカラムをもちいたガスクロマトグラ

フによる定最低がほぼ一致することから,同じreten･

siontimeを妨害するほかの化合物は存在しないこと

がわかった.またBHCなどの検山物以タいこ,肉食性

の烏の組綴抽出物のクロマトグラム巾にしばしは見出

される一連の末同定物質のうちの3桐とよく似たピー

クも存在した.これはおそらく有機塩諸芸系薬剤の分解

超物と考えられる.

これらのresidueは非常に低濃度のため火験は現在

もちいられている検出法の感度のほとんど限界に近い

ところでおこなうことになるから,操作の各段階での

ブランク伯と比較しながら実験をすすめなければなら

誠l ロンドン0)空矢Mlに存在した瓜訪;･系殺虫剤
TLC
Rl

GLCによる氾FA'*
Silicon Apiezon

α-BHC

r-BtIC
ディールドリン

♪〆-DDE
♪〆-DDT
♪〆-TDE

0.37-0.48
0.27-0.36

0.17-0.26

0.75-0.84

0.54-0.64

0.37-0.84

1

5
8

4

3

3

日H

1
l

1
7

3

3

1

2

*Partsper lO12W/W

ない.さらにIRスペクトル法あるいは田虫スペクト

ル法の併用も望ましい.(上山昭則)

雌イエJ<工の摂食刺激物賞および蛋白の摂取

IngestionofFeedingStimulantsandProteinby

the Female Housefly.Musca domesLica I..

R･T･ Y Ŵ̂ MOTO and EthelJensen.I.Insect

♪hyslot.13.91-98(1967).

吸血成虫がヌクレオチドに摂氏刺汲な示すことが知

られていたが,Robbins苛はグアノシン-2'-および

13'-燐放 (GMP).グアニンヌクレオチド,L-ロイシ

ン,メチオニン,イソロイシン, リジンが雌イエバエ

に摂食利敵を示すことを示した.寄主の血中組成分が

吸血昆虫の寄主選択性と閃迎していると思われるので,

雌イエバエについても諜白と摂食刺激物質 との関連が
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